
ホームページをリニューアルしました

　2022年度も昨年度と同様にコロナに振り回された1年ではありましたが、

いくらか対処（共存？）の仕方がわかってきた1年でもありました。世の中で

は、研究インテグリティ、データ管理、安全保障輸出管理等々、次から次へ

と新しい仕組みが生まれてきます。正解が何なのか今一つわからない中で対

応を求められ、四苦八苦の毎日であったともいえます。一方、研究支援、社

会連携については、少しづつですが進歩の手応えを感じてきています。さら

に前進できるよう努力を続けていく所存です。

　今年度の報告書ができました。2月にはホームページのリニューアル、そ

して研究支援セミナーはオンデマンドコンテンツとして、いつでもどこでも

学ぶことができるようにいたしました。このような試行錯誤の中で頑張って

きたセンターの取り組みをまとめていますので、お目通しいただき、広くご

意見を賜れば幸いに存じます。　
教育・研究支援センター長　西脇 祐司
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西脇 祐司
〈医学部 社会医学講座衛生学分野 教授〉
当センターは、「ちょっとおせっかいな必
殺仕事人集団」を隠れキャッチフレーズと
して、今後も頑張ってまいります。

センター長

外部検証を控える全学動物実験委員会業務
に精一杯で西脇センター長にお任せしっぱ
なしでした。来年はもっと力になれるよう
心がけたいです。

船戸 弘正
〈医学部 解剖学講座微細形態学分野 教授〉

副センター長

安全保障輸出管理などの事案が増えて日々
大変なご時世ですが、快適な研究活動の場
づくりに尽力していきたいです。

副センター長 福島 健
〈薬学部 薬品分析学教室 教授〉

定常業務に流されそうな中、センター関係
者の皆様のお力添えをいただき、新しい活
動も始めることができました。引き続き新
たな展開を模索していきたいと思います。

副センター長 尾関 博之
〈理学部 生命圏環境科学科 教授〉

本年度は「教育訓練指定講座」の申請を通
して教育の質について考えるよい機会をい
ただきました。今後、さらに教育研究の推
進に尽力したいと存じます。

副センター長
藤原 和美
〈看護学部 在宅看護学研究室 教授〉

前向きで創造的な皆様に囲まれ、各種セミ
ナーも有意義で、もっと活用…いえ、貢献
せねばと思っています。

副センター長 小板橋 恵美子
〈健康科学部 コミュニティヘルス領域 教授〉

●教育・研究支援センター長・副センター長 紹介

全学的な研究支援活動
● 全学的な教育研究支援活動の推進（セミナー・ワークショップオンライン開催、アーカイブ配信）
● URAによる研究支援強化（コンサルテーションデスク継続実施、研究者紹介、プレスリリース支援）
● 論文適正化支援（論文剽窃検索ソフトの学内管理・見直し、活用啓発）
● 助成金情報の収集と発信・運用の見直し
● センター活動報告書の作成

学内大型補助金 TUGRIP の管理・運営
● TUGRIP採択事業 FD・SD の開催支援・管理支援
● 令和6年度運営業務全般（周知活動、応募書類の審査・採択業務）

外部資金獲得と採択後の管理・運営支援
● 国の公的資金の情報収集と申請に向けた検討
● 採択後の事業の管理・運営支援

社会・地域連携活動の推進
● 包括協定締結自治体との連携活動の継続実施

　（私立大学等改革総合支援事業採択に向けた活動）
● 大学連携の推進
● 新たな連携の模索

さらなる大学の発展に向けた新たな取り組みの支援
● カーボンニュートラル達成に貢献する大学等コアリション

　の支援
● 学長指示に基づく新規案件への対応

●2023 年度計画
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巻 頭 特 集

 さらなる大学の発展に “今” 求められること

　本学がさらに発展するために求められることは何か？  教育と研究の両面から考えてみます。
　教育面では、専攻分野の知識・技能の修得を縦糸にしながら、多様性の理解、社会的責務の意識、地
域連携の推進などのキーワードを横糸にして、全学で教育する意識を持つことが大切です。共通教育機
構の発足は、時宜を得た取り組みであるといえます。研究面では、ボトムアップの発想による研究の芽
が群発する環境が大切です。個々の研究の自律的な深化を促しながらも、これを組織化することで「創発」的な振る舞いを誘導
する支援も重要です。教育・研究支援センターの果たす役割に大いに期待しています。これを可能にするハードとソフトの機能
向上も必須です。知の拠点にふさわしい教育研究環境の整備を継続することは、学校法人東邦大学の社会的な使命の一つです。
大胆に投資する覚悟が求められます。
　テクノロジーは予想をはるかに上回る速度で進化しています。これに伴って、世の中は急速に変化しています。偶発的に見え
る小さな変化が指数関数的に増幅されて、自分たちが周回遅れであることに気付かないことさえ起こり得ます。昨年相次いで登
場した、画像、あるいは、言語生成対話型AIの衝撃は、その象徴ともいえます。教育も研究も医療も、その在り方を根本から変
えてしまう期待感と危機感があります。これまでの常識や慣習に捉われることなく、最新のテクノロジーと「共生」することで、「突
き抜ける人」と「突き抜けた研究」が産み出されることを期待しています。
　一方で、AIなどのテクノロジーには負の側面もあります。あふれ出す情報の真偽を判断できる知性と教養を備えて、文化に根
差した倫理観を持つ「人間」の育成がますます重要になるでしょう。私たちが目指すのは、人類の福祉の増進と健康の維持に寄
与することです。先行きが不透明、不確実で、予測不能な時代である今こそ、建学の精神「自然・生命・人間」の意図するとこ
ろを理解して、全学を挙げて協調するときだと考えます。オール東邦の英知を結集して行動するときです。すべての在学生と教
職員の皆様の積極的なご協力に期待しています。グランドデザイン2025に謡う「知と学びの先導的学府」であるために。

今こそ、建学の精神の下に英知を結集するとき 研究担当副学長　理学部長
古田 寿昭

　研究には、純粋な科学的興味、好奇心に根差した自由な発想が必要で、多様な研究を行える環境のよ
り充実が必要です。一方、大学組織としては、学生を確保できることが前提で、衆目を集める研究開発
プラットフォームを有していたいと思います。また、研究には、裏方として支える管理体制が必須です。
生命倫理・安全の確保、研究の公正性（インテグリティ）の確保が必要です。研究不正はもとより、利
益相反・責務相反の開示、研究の国際化・オープン化に伴う研究データの開示・管理、遺伝資源等から生じる利益の公平な配
分確保の仕組みなど。そして新たな課題が安全保障輸出管理です。これらの合理的な管理体制の整備が研究の発展に必要な喫
緊の課題です。

研究の発展のために大学に求められること 東邦大学 学長　高松 研

「東邦大学はカーボン・ニュートラルとどう向き合うか」
第 1回セミナー
開催日：2022 年 3月 22 日（火）
当日参加者：82 名

「カーボン・ニュートラル達成に
貢献する大学とその評価」

「カーボン・ニュートラルに対する
他大学の取組」

「東邦大学はカーボン・ニュートラルとどう向き合うか」
第 2回セミナー
開催日：2023 年 3月 8日（水）
当日参加者：35 名

「千葉県におけるカーボンニュートラル戦略」

「東邦大学における光熱費の現状、
省エネの取組」

「千葉商科大学における省エネ、
創エネの取り組み」

セミナー開催情報カーボンニュートラル

　温室効果ガス（CO2、メタン、N2O（一酸化二窒素）、フロ

ンガス）の排出を完全にゼロに抑えることは現実的に難し

いため、排出せざるを得なかったぶんについては、同じ量
を「吸収」または「除去」することで、差し引きゼロ、正味
ゼロ（ネットゼロ）を目指しましょう、ということです。

　これが、「カーボンニュートラル」の「ニュートラル（中立）」
が意味するところです。そのためには、まずは排出する温室
効果ガスの総量を大幅に削減することが大前提となります。

出典：国立環境研究所　温室効果ガスインベントリオフィス
「日本の温室効果ガス排出量データ」より経済産業省作成

　経済産業省は、令和3年11月18日に「みなし輸出の明確化」に関する通達を公表しました。これに伴い、大学や研
究機関でも令和4年5月1日以降の入職者に対し、特定類型＊の該当性（外国との関係性）に関する誓約書を求めることが必

須となってきました。そこで本学でも令和4年4月に規程改正を行い、5月1日以降の入職者に対する誓約書の依頼方法を検討して
きました。本学では、Googleフォームを利用して手続きをしていただきます。対象となる令和4年5月1日以降に新たに入職された
教員宛に、順次事務局から送信していきます。また、すでに就業されている方で、途中から外国との関係性（特定類型①②）が新た
にできた場合は、その時点で誓約書の提出が必要になります。詳しくは、安全保障輸出管理事務局にお問合せください。

外国政府や外国法人等との間で雇用契約などを締結し、
指揮命令に服する又はそれらに善管注意義務を負う者。

例●外国大学の客員教員や非常勤講師などを兼業して
　　いる者
　●外国企業に勤務している者や社会人学生

類型① 外国政府等から多額の金銭その他重大な利益を得ているまた
は得ることを約束している者。

例●外国政府からの留学資金提供を受けている者、学生
　　（国費留学生等）
　 ●外国政府の理工系人材獲得プログラムに参加し個人と
　　して多額の研究資金や生活費の提供を受けている研究者

類型②
＊
特
定
類
型

 安全保障輸出管理とみなし輸出明確化への対応

① 出典：内閣府　研究インテグリティの確保に
係る対応方針（概要）

③ 出典：文部科学省　研究設備・機器の共用推進に
向けたガイドライン

② 出典：国立情報学研究所

　研究の発展のためには、国際的な交流は不可欠となってきましたが、一方でリスクも顕在化しています。また、研究力強化の
ために研究インフラの高度化・効率化・共有化が求められるようになりました。このように、新たに大学や研究機関に求められ
る研究管理の視点について3つご紹介します。
①研究インテグリティ　▶  研究インテグリティとは、一般的に研究の健全性・公正性を意味します。近年、特に研究の国際化やオー
プン化に伴って新たなリスクが顕在化してきており、研究者が意図せず利益相反・責務相反に陥る危険性が指摘されています。
こうした中、大学には研究不正や利益相反の防止、安全保障貿易管理など、これまで大学及び各構成員において対応しているも
のを、より適切かつ確実に実施していく体制整備が求められています。
②研究データ管理（GaKuNin RDM）　▶  国は2021年4月に「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」
を策定し、公募型の研究資金に応募する大学や研究機関には、研究データ管理システム（GaKuNin RDM）に参加すること等の基
盤整備が求められています。
③研究設備・機器の共用推進　▶  国は第6期科学技術・イノベーション基本計画で、大学や研究機関には2022年度から研究設備・
機器の組織内外への共用方針を策定・公表することを求めています。

大学や研究者に求められる新たな研究管理の視点　
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研 究 支 援

●令和4年度の研究支援は以下のような実績をあげ、本学の研究者に十分な貢献ができたと考える。

●URAによるコンサルテーションデスクは、合計100件を超える相談と昨年度からの継続案件も増えた。科研費申請個別相談会
には37名の利用があり、利用者から科研費や民間助成金の採択の報告があった。今後はさらなる全学的支援に発展させる。

●URAが専門的視点で最終的な原稿確認をした研究紹介のプレスリリースは43件配信できた。
●研究者情報発信のための研究者紹介リーフレットは、医学部と理学部で新規作成があり合計18名の資料が完成した。
●研究の公正にむけた論文剽窃検索ソフトは、138論文に利用され昨年比110％の利用となり、本学の研究公正化の活動に貢献できた。
●本学が自然科学系の大学であることを活かして「ノーベル賞解説セミナー」を新たな企画として実施し、学内から133名の参
加があった。本セミナーは、動画配信を学内だけでなく学外へも行った。

●本学教職員、学部生、大学院生を対象とした研究支援セミナーを企画した。この他に、ABS対応委員会と連携し「ABSセミナー」
を企画・運営した。これらのセミナーは、動画配信可能なものはHPに掲載し学内限定で視聴可能にした。

●今年度は、研究者のアクセスと外部への発信性を重視したホームページへとリニューアルした。
●大学に求められる新たな研究管理に関する案件に、検討メンバーとして参加し大学の管理運営体制構築に貢献した。

●論文剽窃検索ソフト利用者数はまだ十分ではないため、さらなる周知活動ならびに利用推進策を実施していく。
●新たなホームページはまだ認知度が低いため、利用促進のための周知活動を行う。
●研究支援セミナーが年度末に集中していたので、次年度は計画的な開催を企画する。

研
究
支
援
に
関
す
る
自
己
点
検
・
評
価

今
後
の

課
題

評価

実績

　研究支援のプロフェッショナルであるURAによる科研費個別相談会は、2021年度からスタートし
今年が2年目になります。今年度は、6月に相談会の案内を行い5学部から合計37名の相談申し込み
がありました。今年度は大森・大橋・佐倉の3病院の先生方からの相談が増え、臨床の先生方の科研
費申請に対する熱意を感じました。昨年ご利用いただいた先生方からの、うれしい報告もたくさん
いただきました。今後も医学部と協力した企画を開催していきます。

科研費申請書作成個別相談会

● 研究成果のプレスリリース作成・発信支援
　研究成果を広く社会に発信していくことは、大学としての
使命でもあり、研究者自身の研究成果のさらなる向上にもつ
ながる有用な活動の一つであります。また、効果的なプレス
リリースは、本学のプレゼンスを高めることにも貢献できる
と考えます。昨年度から本格的に作成・発信支援に着手し
29件を支援、そして今年度は43件の支援を行いました。研
究成果に関するプレスリリースの作成・発信支援のご相談は、
研究支援コンサルテーションデスクまでご連絡ください。

● 研究者紹介リーフレットの作成
　本学の教員との個別面談を通じて、研究
内容、研究情報を収集し、研究者の情報ツー
ルとしてリーフレットを作成しています。
一昨年より理学部から着手し、医学部に展
開しました。今年度は新たに理学部教員6
名が加わり、リーフレットに厚みが増して
きました。今後は、学外の研究機関や企業
に情報発信していく予定です。

研究情報発信支援

　近年、論文投稿の際に事前のチェックを求める科学雑誌が増えてき
ています。個人利用では利用金額の負担が大きいチェックツール
（iThenticate）を、大学が契約することにより本学教員が自由に利用で
きるようにしました。一昨年の導入以来、毎年の年間利用件数が伸び
ています。論文投稿の際の確認には、ぜひご利用くださ
い。なお、利用にあたっては利用登録が必要ですので、
ユーザー登録フォームより、事前に申請してください。
（詳しくは教育・研究支援センターホームページへ）

対象
学部

本学の常勤教員（助教以上）
※ 教育目的での利用はできません
※ 学部生・大学院生は利用できません

利用
方法

ユーザー登録フォームより事前申請を行う
※ １回の申請で３か月の利用が可能です

登録フォーム

対象
学部

薬学部、理学部、看護学部、健康科学部
※ 医学部は研究推進リサーチ・アドミ
ニストレーション部門へご相談ください

利用
方法

教育・研究支援センターホームページ、
研究支援サイト内の研究支援コンサル
テーションデスクの相談フォームよりお
申し込みください

相談フォーム

　コンサルテーションデスクは習志野キャンパスでも定期的に開設し、延
べ107名（個別面談者：大森地区30名、習志野地区77名）の研究者との面
談・個別相談を行いました。また、研究者紹介リーフレットは新たに理学
部の6名が加わり合計18名の情報をホームページに公開しました。研究者
から好評を得ている「科研費申請書作成個別相談会」は、医
学部研究推進室のURAと協力して開催し、合計37名の個別
支援を行いました。また、昨年から着手した経営企画部と連
携した研究関連のプレスリリース原稿確認は43件行い、研
究内容をより読者に伝わるように支援しました。

2022年度コンサルテーションデスク実績

　URAが研究に関する多様なご相談を、研究相談窓口（コンサルテー
ションデスク）よりサポートします。科研費の申請に関する相談、公的・
民間助成金などの情報発信や申請に関する相談、企業との共同研究に関
する事前の相談、研究成果の知財化などさまざまな相談に対応します。
　また、研究成果などの外部への情報発信として、論文後のプレスリリー
ス支援、個別面談を通じての研究者情報の収集および研究者紹介リーフ
レットの作成も進めています。

担当 

URA 仁木 保  特任教授 理学博士

●コンサルテーションデスク

●論文適正化にむけて

　今年度は、これまでに実施した研究支援に関するアン
ケートで要望が多かった英語プレゼンテーションをテーマ
に取り上げ、セミナーを開催しました。
　また、同じく要望の多かった統計ソフトTableauⓇの活
用セミナーとプレゼン資料のつくり方についてのセミナー
を、ダイバーシティ推進センターと共催で開催しました。

「英語アカデミックプレゼンテーション
を成功させる技術」

（共催： ダイバーシティ推進センター）
開　催　日：2022年5月14日
当日参加者：133名 

「はじめてのプレゼンデザイン講座」

（共催： ダイバーシティ推進センター）
開 催 日：2023年2月22日、3月18日
事前申込：348名

統計ソフト活用セミナー「TableauⓇ」
を用いたデータの可視化

（共催： ダイバーシティ推進センター）
開 催 日：2023年3月14日
事前申込：130名

●研究支援セミナー

研究支援セミナーの動画配信（研究オンライン講座）

　これまでに開催した研究支援セミナーでリクエストの多かったものを中心に動画配信をしています。
教育・研究支援センターのホームページから視聴が可能です。
　これまでに開催した、臨床研究ステップアップセミナー、臨床研究ベーシックセミナーや、今年度
開催された英語プレゼンテーションセミナーや統計ソフトTableauⓇの活用セミナーも掲載しています。
いつでも視聴できますので、場所を選ばずに学ぶことができます。（学内専用） 研究オンライン

講座

第 1回サイエンスカフェ 物理学科

第 2回サイエンスカフェ  生物学科

●サイエンスカフェ
　今年は新しく研究者交流を促進する企画として「サイエンスカフェ～
ちょっと大人のオープンラボ～」を12月14日に理学部で開催しました。企
画から理学部の先生方にご協力いただき、大変充実した内容となりました。
　記念すべき第1回目のサイエンスカフェは、物理学科の中先生にご協力い
ただき、研究内容の講義・研究室ツアー（体験実習つき）・ディスカッショ
ンの3部構成としました。参加された先生方14名は、「同じ学部や学科でも、
こんなに深く研究を知る機会はなかった！」と、話を聞くだけではわから
ない研究の面白さを学生に戻ったように楽しんでおられました。
　そして、第2回目は全学部教職員を対象に開催し、理学部・薬学部・健康
科学部の先生方25名にご参加いただきました。今回は、生物学科 村本先生
の研究内容の講義の後、ワクワクどきどきの研究室ツアーを体験し、最後
に賑やかなディスカッションで締めくくりました。
　第３回は情報科学科のサイエンスカフェを5月に予定しています。教育・研
究支援センターでは、今後も研究者の交流推進のための企画を開催していきま
す。ご意見・ご要望がありましたら、ぜひご連絡ください。
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特集！

ノーベル賞
解説

セミナー

　毎年ノーベル賞が発表される10月から受賞式開催の

12月にかけて、受賞者の研究テーマがテレビや新聞で

報道されます。この世界に大きな貢献をした研究を理解
し、科学の発展をより身近に感じていただくことを目的
に「ノーベル賞解説セミナー」を新たに企画しました。
　セミナーは12月14日に開催し、生理学・医学賞は医

学部 水野先生、物理学賞は理学部 関口先生、化学賞は

理学部 古田先生にわかりやすく解説していただきまし

た。当日は学内関係者133名が参加し、学部生・大学院生・教職員と幅広い方にご参加いただき

ました。なお、本セミナーは2月1日よりオンデマンド配信を開始しました。この配信は、本学教
職員・学生だけでなく、連携する自治体へもご案内し広く視聴していただくことになりました。

古田 寿昭 教授　理学部 生物分子科学科

　クリックケミストリーは、誰でも便利に使えるモノづくりの手法です。生

体直交化学に展開することで基礎研究と応用研究が飛躍的に進展しました。

私が注目したのは、数十年以上前から知られていた反応を新たな視点で見直

して磨き上げ、全く新しいサイエンスを生み出した点です。Sharplessによると、

アジド-アルキン環化反応は、クリックケミストリーの “cream of the crop”との

こと。50年後の科学者に、そんな風にいってもらえる研究をしたいものです。

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の

研
究
の
み
ど
こ
ろ

関口 雄一郎 准教授　理学部 物理学科

　アインシュタインを始めとして多くの物理学者を困惑させた量子力学

の不思議さ。2022年のノーベル物理学賞は、量子力学が記述するミクロ

の世界が私たちの直観とはかけ離れたものであることの発見に与えられ

ました。そして、物理概念の根本にも関わるその深遠な発見が、最先端

の量子情報科学につながるという面白さ。「何に役に立つの？」といわ

れることも多い基礎物理学が達成した大偉業をお楽しみください。

ノ
ー
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ル
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水野 文月 講師　医学部 法医学講座

　現代人のゲノム分析のみからでは解を得ることの難しい「現生人類の進化

の道筋」を、ネアンデルタール人のミトコンドリアゲノム分析から（アフリ

カ単一起源説が支持されることを）明らかにしました。さらに核ゲノム分析

から、私たち現生人類とネアンデルタール人との交雑を明らかにしました。

これを契機に、人類の健康と疾病に及ぼす進化史（ネアンデルタール人から

受け継いだゲノム情報）の影響を考察する研究が触発されました。
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仁木 保 特任教授 からのコメント

　今回のセミナーは、教職員はもとより、学生にも興味を持たれる企画
としまして、本年度ノーベル賞受賞研究内容に関して、その分野に近い
研究を進めている教員より、受賞研究を解説していただくことを通じて、
学生にもよりノーベル賞を深く理解いただき、今後の学びそして研究の
参考となるようにと考え、企画いたしました次第です。

オンデマンド配信中

ぜひオンライン講座
をご覧ください

●大型補助金に関する支援
　教育・研究支援センターは、2009年の創設時より大型の公的補助金の申請に関する支援を行ってきました。国の概算要求の開示の
時点から情報収集を行い、本学が申請可能な案件については、申請書作成・提出までの支援を実施してきました〔プレアワード支援〕。

　2022年度は、2022年３月に文部科学省大学改革推進等補助金で採択された「ウィズコロナ時代の新たな医療に対応できる医療
人材養成事業」学内運営支援、2020年度採択の「感染症医療人材養成事業」と 2022年度採択の「ポストコロナ時代の医療人材養
成拠点形成事業」の学内継続支援を行いました〔ポストアワード支援〕。

プレアワード支援

　プレアワード支援とは、外部資金の情報収集や補助金の企画立案支援、申請資料作成支援など、大型補助金獲得を目指した
支援です。また、学内外の補助金の情報収集から、本学で申請可能な案件の抽出と検討も行っています。

ポストアワード支援

　ポストアワード支援とは、採択後の大型補助金が適切に運営できるように支援をすることを指します。補助金事業の期間は、
管理運営を行う推進部門の設立、事業の進捗管理、学外への情報公開や報告書作成支援などを行います。また、補助金事業終

了後の学内事業継続についても支援を行っています。

文部科学省競争的補助金 2020 年度・2021 年度 採択事業

大学改革推進等補助金

感染症医療人材養成事業　102,875,000 円（単年度）
医学部を中心として、看護学部、健康科学部、地域連携
教育支援センター、大森病院感染管理部が協力し、
より実践的な感染症医療教育プログラムを構築した。

2020年度 申請書作成支援／推進室運営支援

大学改革推進等補助金

ウィズコロナ時代の新たな医療に対応できる医療人材養成事業
総額 54,903,000 円（単年度）
4学部（医学部、薬学部、看護学部、健康科学部）

2021年度 申請書作成支援／運営支援

●研究者向け研究助成金情報
　教育・研究支援センターのホームページには、学内外の研究助成金情報を一括で確認できる「学内外助成金情報」を掲載し
ています。昨年度からは、補助金の募集内容に近い研究をされている先生方にメールで情報を送る支援を始めました。この

支援は先生方から大変好評で、「申請しました」とご報告も数多く寄せられました。

　本学教職員で情報提供を希望される方は、教育・研究支援センターまでメールでご連絡ください。

学内研究助成金情報

 全学対象から学部対象まで学内の補助金情報が一括で見ることができます。
 掲載方法は、全学・学部ごとにわけ、締め切り日の昇順で掲載しています。

学外助成金情報

文部科学省及び他府省（独立行政法人等を含む）から配分される競争的資金を中心とした

公募型の研究資金「e-Radで対象となる公募一覧」の情報を公開しています。

公益信託による奨学金・研究助成金等の募集情報を公開しています。

大学にて受信の助成金情報を日々更新して掲載しています。

● 公 的 研 究 費 情 報：

●  公益信託研究助成金情報：
●  各種財団等の助成金情報：

研究者向け
研究助成金情報
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東 邦 大 学 重 点 領 域 研 究 補 助 金
Toho University Grant for Research Initiative Program (TUGRIP)

学 内 外 補 助 金 事 業 支 援

●学内研究推進活動

第 1回　テーマ：細胞を生きたまま観察する「ライブイメージング」
　　　　 　　　   村本 哲哉 准教授（理学部 生物学科 分子発生生物学研究室）

2022年
9月29日

TUGRIP セミナー

第 2回　テーマ：放線菌の遺伝子組換えと抗生物質生産への応用
　　　　 　　　   安齊 洋次郎 教授（薬学部 微生物学教室）

2023年
3月17日

研究オンライン講座より視聴いただけます

●【TUGRIP】令和 4 年度採択事業 紹介
新規創薬プラットフォーム構築 －成人型組織細胞の代替細胞の開発－

村本 哲哉 准教授（理学部 生物学科 分子発生生物学研究室）

内藤 篤彦 教授（医学部 生理学講座細胞生理学分野）／安齊 洋次郎 教授（薬学部 微生物学教室）
飯坂 洋平 講師（薬学部 微生物学教室）／山口 新平 講師（理学部 生物学科 幹細胞リプログラミング研究室）

研究課題名

研究代表者

研究分担者

　創薬開発では、薬の候補化合物の毒性を予測する大規模スクリーニング実現のため、ヒト成人肝細胞の代替細胞が求め

られている。一方、薬に対する個人差評価のため、遺伝的多型性を反映した代替細胞も求められている。本研究では、個

人差をもたらす薬物代謝酵素CYP2D6の遺伝子多型を反映させた代替細胞を樹立し、安定供給法も構築することで、新規創薬プラット

フォーム構築を目指す。今年度は肝再生と成熟化を可視化できるヒト肝細胞モデル細胞株HepaRGを用い、再成熟化を妨げず肝幹細胞

へ脱分化し増殖させる培養液成分を見出し、代替細胞の大量供給につながると期待される。また、CYP2D6タンパク質発現HepaRG細

胞株での発現解析で、十分なタンパク質発現が確認できた。なお、本年度途中に多田政子教授から代表を交代する体制変更が行われた。

実績報告

　東邦大学の新たな学内補助金事業「東邦大学重点領域研究補助金（TUGRIP）」は、令和2年度にスタートし、今年は3年
目を迎えました。現在、2つの研究チームが活動しており、新たに令和5年度採択の研究チームも決まりました。令和6年
度の募集につきましては、教育・研究支援センターのホームページをご確認ください。本学のブランディングに資する研
究をお待ちしています。 令和6年度

公募情報

村本 哲哉 准教授　
理学部 生物学科 
分子発生生物学研究室

古田 寿昭 教授　
理学部 生物分子科学科
古田研究室
理学部長
研究担当副学長

仁木 保 特任教授　
教育・研究支援センター 
社会連携推進室

【TUGRIP】
令和4年度採択事業

2023 年 1 月 11 日（水）

座談会

　仁木 ◆ 理学部初の採択、令和4年度東邦大学重点領域研究補助
金（以下、TUGRIP）の座談会を企画しました。まずは、古田先生、
今回理学部が採択されましたが感想はいかがですか。
　古田 ◆ 皆さんがTUGRIPに積極的に応募したのはすごくうれしい
ことでした。理学部中心とはいえ、建学の精神を汲み理・医・薬
の3学部が連携する課題としたことがとてもよかったと思います。
　仁木 ◆ 次は村本先生に伺います。理学部初の採択であり、採
択時の研究代表者多田先生から代表を受け継ぐ形になりましたが
いかがですか。
　村本 ◆ TUGRIPに応募する段階では、理学部のメンバーは私と
多田先生の2人でしたので研究計画を立案から一緒に色々と検討
しました。私自身は基礎研究で生命現象を解き明かしていくこと
が楽しくて、ひたすらロマンを追いかけることばかりしてきまし
た。そんな私に、多田先生は基礎研究の成果をいかに応用して社
会に還元するかについてガツンと教えてくださいました。これは
多田先生ほどうまくはいきませんが、研究チーム全員で発信した
いと思っています。

　仁木 ◆ 研究の進捗状況はどのような感じで
しょうか。
　村本 ◆ 肝臓の細胞を使って薬剤の活性をモニ
ターするシステムや細胞をつくるところが非常
に重要になります。細胞自体はつくれています
が、薬剤に対する活性がうまく取れてこない。
発現はしているのですが活性を測定して期待さ
れるほどの量がまだ十分に出てこない。これが

今抱えている大きい課題で、いくつかの測定方法のアイデアを出
しながら克服しようとしています。

　仁木 ◆ 今回の採択課題は3学部の合同ですが、一緒に研究をし
ていくメリットやデメリットはありますか？
　村本 ◆ オンラインが充実してきたので、キャンパス間の距離
はあまり感じなくなってきました。むしろ、東邦大学だからこそ
できる部分が見えてきました。われわれのように理学部で基礎研
究をしている者が東邦大学を見たとき、医学部があり、薬学部が
あり、看護系がある。学内の研究者の連携で、基礎研究を社会に
還元することを可能にできる組織であると改めて気づきました。
そして、これが、私たちが東邦大学で研究を進める上でのメリッ
トだなとつくづく思いました。
　仁木 ◆ 今回は学部横断のメリットを可視化できましたね。
　古田 ◆ 理学部には、生物系だけでなく例えば物理学や情報科学
で、非常にユニークな研究をしている先生方がおられます。今後
はそのユニークさに着目したグループづくりもあると思います。
昔から物質科学が東邦大学は非常に強いので生かすこともいいで
すね。全部の学部横断的は難しいですが、まずはそこに拘らずに、
理学部内に複数の柱ができればいいと思います。学部内に横断的
研究ができ、次に他の学部を巻き込んでいくようなことに理学部
が貢献できればと思います。村本先生、今後の連携のヒントにな
ると思うので、チームづくりのきっかけを教えてもらえませんか？ 
　村本 ◆ 多田先生と内藤先生は、もともと研究で使われる分子
が同じという共通点でつながっておられまし
て。今回の研究では、共通点をさらに発展させ、
胎児型の細胞から成人型に切り替わる時の遺伝
子発現について多田先生と安齊先生が肝臓、内
藤先生が心臓で研究をしていきます。研究者間
の共通点を学部横断のチーム研究にしていくの
は面白いですね。

　仁木 ◆ つながりは大切ですね。
　古田 ◆ そうですね。つながりを見つけてい
くための提案として、学内ポータルやSNSのよ
うなもので軽く疑問や、やりたいことなどを発
信できるといいですね。そうすれば、そこが東邦大学の集合知と
なると思います。その知をさらに発展させるために、誰が何をやっ
ているか、どんな疑問を持っているかなどを知る機会が必要であ
ると思います。それができると色々な共同研究という芽が出てく
るでしょう。
　仁木 ◆ 学内版Twitterのように、研究者が気軽に呟いたり答え
たりできることは面白いですね。私も習志野に来てたくさんの先
生方に直接お話を伺うのは、研究を理解し他の学部につなげたい
からです。先生方の疑問やアイデアはとても豊かですので古田先
生がご提案されたつながる仕組みや疑問を呟けるシステムがある
と、本学で研究をする面白さが増すでしょうね。
　古田 ◆ さらに各学部で研究を紹介できる場があればと思いま
す。理学部では科研費の成果報告で研究者紹介の動画を公開して
います。現在は理学部のサイトに掲載していますが、今後は学部
を超えて紹介する仕組みができないかと思います。

　仁木 ◆ 先日、理学部の新たな研究者交流企画のサイエンスカ
フェをお手伝いしました。
　古田 ◆ TUGRIPでも真面目なセミナーだけでなく、学部生向け
や他学部の方も参加できてフランクに交流がもてるサイエンスカ
フェのような企画もいいかもしれませんね。
　村本 ◆ 2月のサイエンスカフェは私が担当します。そこでは、
生物学科のことを中心に話しますがTUGRIPを知っていただける
ようにしたいですね。気楽に話せる企画を通じて、初めは小さい
グループで話をして、その後話が盛り上り本当の申請になれば、
そこで評価されるのだと思います。そのためには、まずは何か動
き始めることが大事で、われわれのTUGRIPがきっかけになれば
と思います。

　仁木 ◆ 次にTUGRIPに関して、改善点や希望はありませんか。
　村本 ◆ 学内の研究者がいろいろなアイデアをお持ちだと思い
ます。それをうまく吸い上げられ、花が咲くようになるといいの
かなと思っています。例えば、共同研究でも初期の段階では、研
究費が要らないフェーズがあると思います。その段階でチームが
つくれるかが大事で、多田先生はこのフェーズをお持ちだったの
で私たちのチームができました。小さい規模でつむじ風のような
チームを、やがて大きな渦に育てるような仕組みがあると、
TUGRIPがもっと盛り上がっていくような気がします。
　古田 ◆ それにはもう少し研究者同士が接触できる交流の場を
つくるということですね。
　村本 ◆ そうですね。サイエンスカフェが一つの突破口になる
と私は信じています。理学部では外向けの研究者の情報発信はあ
りましたが、内部の研究者同士が知り合う企画は少なかったです
ね。先日のサイエンスカフェの経験から、あのような企画だと関
わりやすいことがわかりました。
　古田 ◆ 研究者同士がお互いの研究を知り、交流できる場を学
内につくるということですね。理学部だけでなく、学内のあちこ
ちにたくさんできるといいですね。
　仁木 ◆ 私が他学部の先生と面談しますと、実は隣の講座の研究
をよく知らない、だから交流の場も欲しいという声も聞きます。
　古田 ◆ そのためには、ふだんから違う分野の人が交流できるゆ
とりのあるスペースが必要と思っています。

　村本 ◆ 私はイギリスの研究所に6年ぐら
いいました。研究所の廊下は非常に広く、
そのスペースを利用して、研究者同士が交
流できる場所がつくられています。毎週コー
ヒーが出て、ドーナツを食べながら会話で
きる。研究者同士ならば会話から問題解決
の糸口を探り、ボス同士であれば会話から
新しいプロジェクトを発展させることもあ
ります。また、学生同士であれば今やって
いる実験の問題点の話をよくしています。日本に戻って研究所に
勤務した時にはそのようなスペースはなく、隣のラボが何をして
いるかわからない状況です。できれば壁のないお互いの交流がで
きる場が理想ですね。

　仁木 ◆ 最後に、古田先生に今後の理学部の理想や展望を伺い
たいと思います。
　古田 ◆ 私は以前からとにかく一番を目指してくれと繰り返して
います。それは教育でも研究でも、ある分野、地域、あるいは自分
の研究分野、他の研究者とコラボでもいい。とにかく、その中の
一番を目指し活動を広げていくことで、どれかがブランドの核に
なり、その先に理学部のブランドが形づくられるのだと思います。
　われわれは教育・研究機関なので、教育と研究に直接つながる
ことはすごく大事であり、そこには人もお金もかけたい。これを
実現するには、学部内の機能を集約しなければいけない。これは
われわれの役割ですので、何が目的かを共有しながらやっていき
たいと思います。
　また、ブランドを育てていくためにはインナーブランディング
がすごく大事です。教員も職員も学生も、所属している人たちが
大学に愛着を持ち、誇れるものがあり、これがうちのブランドだ
と答えられるものが必要。そういう意味でブランディングがすご
く大事だと思います。
　今回、理学部が初めてTUGRIPに採択されたことはその突破口
になると思います。研究期間は3年間ですが、実質3年弱です。
結果を全部出すのはハードルが高い。結果は結果として萎縮せず
に色々なことに取り組んで欲しいと思います。
　村本 ◆ わかりました。ありがとうございます。
　仁木 ◆ いい話を聞かせていただき、ありがとうございました。
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東 邦 大 学 重 点 領 域 研 究 補 助 金
Toho University Grant for Research Initiative Program (TUGRIP)
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・
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●令和4年度は学内外補助金の支援は順調に実施できたと考える。特に、TUGRIPの支援に関しては、運営体制構築の目標を
達成できた。

●TUGRIPについては採択事業の運営支援を行っている。令和2年度採択グループは、最終年度を迎え2月28日に最終成果報告
会を行った。また、令和4年度採択グループは、年度内に 2回のセミナーを開催し、学内へ向けた研究の発信を着実に実施した。

●TUGRIP令和5年度の申請について、厳正な審査の結果、新たな採択グループが誕生した。
●学外のさまざまな補助金情報をホームページで発信するとともに、補助金のテーマに近い研究者に情報提供支援も行った。
これにより、研究者の意識づけに貢献し申請につながったケースもある。

●文部科学省補助金事業は、令和2年度感染症医療人材養成事業、令和3年度ウィズコロナ時代の新たな医療に対応できる医療
人材養成の継続運営支援を行った。また、令和4年度に採択されたポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業の運営支援
を行うことで、効果的な補助金運営を支援できた。

評価

実績

●新たな研究チームの萌芽を支援する企画を行う。
●研究者に向けた効果的な補助金情報の発信方法の構築を行う。
●ホームページの研究者向け助成金情報は、利用者ニーズにあわせて見直しを行う。

今
後
の
課
題

1. 腸管免疫と腸内細菌のバランスを司る鍵分子を発見 　～ 腸管の上皮細胞による腸内細菌叢と免疫応答の制御メカニズムを解明 ～
　2022 年 8月 24 日 ／ 東邦大学   山﨑 創   中野 裕康
2. Keeping balance between inside and outside. Aug 26, 2022　　URL: https://www.eurekalert.org/news-releases/962958
3. インターロイキン -11 陽性細胞は大腸がんの再発に関与する
　2021年 4月16日 ／ 東邦大学   日本医療研究開発機構   中野 裕康   仁科 隆史
4. A new study identifies interleukin 11 as a marker of cancer-associated fibroblasts. April 22, 2021
　URL: https://www.eurekalert.org/news-releases/533095

● プレスリリース

●【TUGRIP】令和2年度採択事業3年間の成果報告

　舘田グループは、肺非結核性抗酸菌
（NTM）症マウスモデルを作製して解析し

たところ、去痰剤であるN-アセチルシス

テイン（NAC）を感染当日から1週間投与

することで、肺内菌数を減少させることを見出した。この効果発

現メカニズムを解析した結果、NACが気道上皮細胞に作用し、

IL-17の発現誘導を介して、抗菌ペプチド産生を増強させることを

明らかにした（hiozawa et al, Microbes Infect 2020）。また、NTM

感染後のマウス肺で抗アポトーシス作用を持つタンパク質AIM

（Apoptosis Inhibitory of Macrophages）の発現が上昇してい

ることを見出し、NTMを取り込んだマクロファージが、AIMを介

して不死化し、泡沫化マクロファージとなって肺内に蓄積し、肺

NTM症の慢性化を引き起こしていることを明らかにした 

(Kajiwara et al, J Immunol, in press)。

　近藤グループは、SATB1と呼ばれる染色体構造調節因子のT細
胞特異的欠損マウスを用いた解析を行い、SATB1欠損T細胞で見

られるT細胞受容体刺激に対する活性化の低下は、mitochondrial 

transcription factor A（TFAM）の発現低下に伴うミトコンドリア機

能不全に起因することを明らかにした（Kuwabara et al, Life Sci 

Alliance 2021）。今回の研究から唾液分泌障害に伴いトリプトファ

ン代謝活性が亢進し、その代謝産物であるL-Kynurenineの血中濃

度が上昇することを見出し、血中L-Kynurenineがシェーグレン症

候群発症初期マーカーとなる可能性を示している（Tanaka et al, 

Int J Mol Sci 2021）。

　本研究プロジェクトは、主にマウスモデルを用いて、生体組織
の4次元リモデリング機構破綻によって生じる疾患の発症や重症

化のメカニズムの解明と医療技術シーズの創出を目指して3年間

研究を実施し、以下のような研究成果を上げることができた。

　中野グループは、Interleukin-11(IL-11)産生細胞の大腸発がんへ
の役割を検討するためにIL-11 EGFPレポーターマウスを樹立し、

IL-11産生細胞の遺伝子発現解析と大腸発がんへの役割を検討し、

IL-11産生細胞が大腸炎や大腸がんに伴い局所に出現してくること

を明らかにした。また、マウス炎症誘発性大腸発がんモデルでは

IL-11や IL-11受容体を欠損させることで大腸発がんが抑制された。

さらにRNA-seq解析からIL-11陽性細胞で濃縮している約350遺

伝子を同定し、ヒト大腸がんデータベースをクラスタリング解析

したところ、IL-11陽性細胞で濃縮している一部の遺伝子を高発現

している大腸がん患者は、予後が悪いことが明らかとなった

（Nishina et al, Nat Commun 2021）。また、慢性肝障害モデルマウ

スを用いて Fibroblast growth factor 18 (FGF18) という増殖因子を

同定した。FGF18を肝細胞特異的に欠損したマウス及び肝細胞で

特異的にFgf18を過剰発現したマウスを用いた実験から、FGF18

は肝臓の線維化に関与していることが示された。また、single cell 

RNA-seqの解析からFGF18に応答して活性化し、線維化に関与す

る細胞は肝星細胞であること、さらにヒト患者肝生検サンプルを

用いた解析からFGF18の発現と線維化に関与する遺伝子ACTA2

の発現が相関していることを明らかにした (Tsuchiya et al, 論文

revision中 )。

生体組織の4次元リモデリング機構破綻による疾患発症・重症化メカニズムの解明と医療技術シーズの創出

中野 裕康 教授（医学部 生化学講座）

舘田 一博 教授（医学部 微生物・感染症学講座）／  近藤 元就 教授（医学部 免疫学講座）

研究課題名

研究代表者

研究分担者

研究代表者
医学部  中野 裕康 教授

●【TUGRIP】令和 5 年度採択事業 概要
脳神経系システムと行動可塑性の機構解明 －ブレインテック基盤の確立を目指して－

船戸 弘正 教授（医学部 解剖学講座微細形態学分野）

狩野 修 教授（医学部 内科学講座脳神経内科）
上田（石原） 奈津実 准教授（理学部 生物分子科学科）／  我妻 伸彦 講師（理学部 情報科学科）

研究課題名

研究代表者

研究分担者

　本事業は、脳の可塑性の分子基盤解明と医療シーズ導出を目指し、本学のエキスパートから
なるチームがチャレンジングな研究に取り組む。

　主な研究内容は、１）モデル動物を用いた睡眠等の行動を制御するニューロン集団の同定と操作、２）長期
記憶を制御する分子基盤の解明と操作法の開発、３）ロボットスーツによる筋萎縮性側索硬化症への治療的介
入の最適化である。事業全体として、スパイン－ニューロン－マウス－ヒトまでの多階層において、統合的
に研究を推進する。階層間の融合を促進するため計算論的神経科学のアプローチも駆使する。さらに、学内

の研究促進に貢献するため、実践的な研究セミナーを開催予定である。

　以上の活動により、ブレインテックを立ち上げるための基盤を確立する。

事業概要

研究代表者
医学部  船戸 弘正 教授

第 1回　テーマ：腸内微生物叢と宿主の相互作用機構
　　　　　　　　西尾 純子（医学部 免疫疾患病態制御学講座）

2020年
8月20日

第 2回　テーマ：短鎖ヘアピンDNAを利用した多重蛍光 in situ hybridization
　　　　　　　　　－簡便・超高感度な組織内mRNA検出法－
　　　　　　　　恒岡 洋右（医学部 解剖学講座微細形態学分野）

2020年
12月24日

2021年
6月24日

第 3回　テーマ：重症感染病態におけるマクロファージ・単球制御による治療戦略
　　　　　　　　青柳 哲史（医学部 微生物・感染症学講座）

TUGRIP セミナー

2021年
9月30日

第 1回　テーマ：Flow cytometry　　
　　　　　　　　近藤 元就（医学部 免疫学講座）

第 2回　テーマ：ハイコンテント・イメージングシステム　
　　　　　　　　森脇 健太（医学部 生化学講座生化学分野）

2021年
11月11日

第 3回　テーマ：共焦点レーザー顕微鏡システム
　　　　　　　　冨田 太一郎（医学部 生理学講座統合生理学分野）／  村井 晋（医学部 生化学講座生化学分野）

2022年
2月10日

第 4回　テーマ：遺伝子発現解析装置
　　　　　　　　山﨑 創（医学部 生化学講座 病態生化学分野）／  関 崇生（医学部 生化学講座生化学分野）

2022年
5月12日

大型研究機器テクニカルセミナー（TUGRIP と医学部総合研究部との合同企画）

発表②　テーマ：シェーグレン症候群発症における病原性 T細胞活性化機構の解析
　　　　　　　　田中 ゆり子（医学部 免疫学講座）

発表①　テーマ：非結核性抗酸菌症マウスモデルを用いた病態解析と免疫補助療法の検討
　　　　　　　　梶原 千晶（医学部 微生物・感染症学講座）

発表③　テーマ：Interleukin-11 産生がん関連間質細胞による大腸がん形成促進機構の解明
　　　　　　　　仁科 隆史（医学部 生化学講座）

2020年7月14日

TUGRIP 研究発表会

発表② テーマ：非結核性抗酸菌症における持続感染のメカニズムの解明
　　　　舘田 一博（医学部 微生物・感染症学講座）

発表① テーマ：細胞死に伴い放出された因子の4次元リモデリングにおける役割
　　　　中野 裕康（医学部 生化学講座）

発表③ テーマ：SATB1 遺伝子欠損により発症する自己免疫疾患の解析
　　　　近藤 元就（医学部 免疫学講座）

2023年2月28日

TUGRIP 成果報告会

●学内研究推進活動

配信中
★は研究オンライン講座より視聴いただけます

★

★

★

★

★
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今
後
の
課
題

●令和4年度は以下のような実績をあげ、社会連携活動推進と発展に貢献できたと考える。しかし、行政との連携は大田区以外
の自治体との連携活動が少なかった。また、大学間連携も東工大以外の広がりが少なかったことが反省点である。

●大田区との定期的な対話から、今年度は新たな地域課題の解決に向けた取り組みが生まれた。ウクライナ避難民への支援に関
して個別協定を締結し、メンタルヘルスを含む健康管理に対する専門的知見の提供と支援に従事する人材育成に向けた活動を
行った。本取り組みは、各種メディアに取り上げられ社会に広く配信された。

●大田区との官学連携人材育成講座、寄付講座、履修証明プログラムを継続し、社会人の学び直しに貢献できた。
●今年度は新たに生物多様性に関する個別協定を、二つの自治体と締結できた。
●社会連携に関する取り組みは、令和4年度文部科学省改革総合支援事業タイプ3（地域社会の発展への貢献）に選定され、さら
に経常費補助金の加算につながった。

●包括協定を締結している自治体との情報交換の機会を持ち、それぞれに合わせた連携方法を模索する必要がある。
●本学の社会連携活動を推進しながら、必要基準が年々きびしくなる改革総合支援事業タイプ3獲得に向けて情報収集や取り組
みを検討していく必要がある。

●大学間連携のさらなる発展を検討する必要がある。

評価

実績

地域連携 Topics地域連携 Topics 習志野キャンパス正門改築工事の道路壁面を活用し
自治体・企業などのSDGsの取り組みをウォールアートで一般向けに展示

　東邦大学理学部は、「SDGsに関する学内を含む地域のさまざまな主体による取り組み事例を紹介することでSDGsにつ
いての普及と啓発を図ること」を目指して、標記の壁面に期間限定のウォールアートを掲出しました。（2022年5月～ 6月）
　ウォールアートの制作は、同学部生命圏環境科学科の学生が中心となり、近隣地域、行政、金融や保険、製造業を含
むさまざまな企業、農業や漁業の組合、市民団体など地域の多様な皆様の協力により進められてきました。今回の掲示
には、千葉県、船橋市、習志野市の3自治体を始め、千葉県内を中心に23の企業、5公共団体、
2市民団体、2学内組織が出展しました。

高松学長（左）と 印西市 板倉市長 高松学長（左）と 白井市 笠井市長

　東邦大学は、新たに千葉県の印西市、白井市と個別協

定を締結することになりました。印西市とは2023年2月

21日に「印西市と東邦大学との生物多様性保全の連携協

力に関する協定書」を締結。白井市とは2023年3月7日

に「生物多様性に関する協定書」を締結。これにより、

両市と本学の間で環境保全に関する情報共有、保全再生

及び持続可能な利用の推進、調査・研究、人的交流・人

材育成について連携し協力していくことになりました。

新たな自治体との個別協定締結

2013 年 4 月

2014 年 3月

4日

31 日

（東京都）

（東京都）

大田区

目黒区

2014 年 3月

2014 年 4月

27 日

9日

（千葉県）

（千葉県）

習志野市

船 橋 市

2014 年 3月

2016 年 1月

27 日

28 日

（千葉県）

（東京都）

佐 倉 市

世田谷区

包括協定を締結している自治体

　東邦大学は、2013年より大森キャンパスと習志野キャンパス、そして医療センター3病院などが立地する自治体と連携して、

地域を志向した教育・研究・社会貢献を推進するために包括協定を締結し活動をしています。

●地域連携の推進

令和 4 年度文部科学省私立大学等改革総合支援事業 タイプ 3（地域社会の発展への貢献）選定

　東邦大学は、文部科学省令和4年度私立大学等改革総合支援事業タイプ3（地域社会の発展への貢献）に選定されました。
令和2年度からは、連続して3年間選定されています。

　改革総合支援事業とは、私立大学等における特色のある

教育研究の推進や産業界・他大学との連携、地域との連携

において、改革を全学的・組織的に取り組む大学等を支援

するものです。取り組みは、タイプ1「特色ある教育の展開」、
タイプ2「特色ある高度な研究の展開」、タイプ3「地域社会
の発展への貢献」、タイプ4「社会実装の推進」の4つに分
けられ活動状況を事前の質問項目により得点化され、毎年

基準点を超える大学を選定し、選定校にはタイプ別に特別補

助交付金の交付があります。（タイプ3 は1,000万円程度）

この他に選定校には、経常費補助金の交付金額の増額などの

対応があります。地域連携活動の推進は、国の方針でもあり

活動が認められる大学には手厚い補助が行われます。 出典：文部科学省 私立大学等改革総合支援事業

●改革総合支援事業（地域社会の発展への貢献）選定

東京工業大学との連携

●Technology Creatives Program（通称：テックリ）への協力
　東京工業大学は、2021年度一橋大学・多摩美術大学と連携し文部科学省「大学等における価値創造人材育成拠点の形成事業」

に採択されました。この3機関が連携して新たな価値創造プログラム「Technology Creatives 

Program（通称：テックリ）」を開講しました。本学はPEECｓでの連携実績を元に、医療センター大

森病院から社会人受講者が取り組む臨床現場の課題を提供しました。このプログラムでは、臨床

の問題解決につながるものづくりをするために、医療センター大森病院の医師やコメディカルか

らのアドバイス、実際の現場でのディスカッションの機会を提供しました。2023年2月4日には最

終報告会が開催され、実際のプロダクトも展示されました。

●実践型アントレプレナー人材育成プログラム（PEECｓ）への協力
　東京工業大学の大学院生が参加するプログラムで、本学の医療センター大森病院がデザイン創造

フィールドワークの場として協力しています。本取り組みは、理工系学部の大学院生が直接医療現場

の課題に触れることのできる貴重な機会として、高く評価されています。2018年にスタートしたプ

ログラムは、今年5年目の区切りを迎えましたが、次年度から5年間の継続プログラムとなりました。

　本プログラムの受講生、東京工業大学担当教員のインタビュー動画はこちらから視聴できます。

☞ http://www.peecs.titech.ac.jp/impression/

●東京工業大学とのマッチングサロンを開催
　東京工業大学との包括協定に基づき、両校の研究者の交流の場として、東工大URAと連携し、東工大の教員から研究情報を提

供いただき、東邦大学の教員との研究連携マッチングを目的とした「マッチングサロン」を開催しました。東工大からは5名の教

員から技術紹介、東邦大学からは4名の教員が参加。1名の教員が東工大の教員との共同研究に進みました。

　東邦大学は、2010年に千葉大学、2017年に静岡大学、そして2020年に東京工業大学と包括協定を締結しており、大学間連
携によるお互いの強みを生かした教育・研究・社会貢献を推進しています。昨年に引き続き、千葉県下の大学が連携する「千
葉エリア産官学公金共創イノベーションネットワーク」に参画し、定期的な会議を通じて他大学との情報交換を行っています。

また、JSTマッチングプランナーを通じ、さまざまな交流や意見交換も行いました。

●大学間連携の推進
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若者への支援

● 大田区
2022年10月に大田区でスタートした「子ども・若者
支援地域協議会」に、根本先生が委員として参加して
います。また、若者支援の拠点となる「フラットおおた」

の運営スタッフの方と医学部精神神経医学講座のス

タッフは、11月にお互いの活動を紹介する情報共有

の機会をつくりました。

● 川口市
《こころサポートステーションSODAかわぐち》
2022年4月に、埼玉県川口市の「若年者早期相談・

支援事業」が開始され、足立区でSODAを運営してい

た実績から、自治体からの委託事業として「こころサ

ポートステーションSODAかわぐち」を開設しました。

ショッピングセンターの明るい場所にあり、立ち寄り

やすい雰囲気と専門的な対応が特徴です。

● 足立区
《あだち若者サポートテラス SODAについて》
2019年7月に医療法人財団厚生協会東京足立病院の協

力を得て、若者のワンストップ相談センターを開設し

ました。多職種専門チームにより、「包括的アセスメ

ント」と「臨床型ケースマネジメント」を実践してき

ました。開所から3年で1,000名を超える若者の相談

が寄せられ、延べ10,000回以上の相談支援を行って

きました。

こころのケアシリーズ

大田区と東邦大学が連携して「大田区官学連携人材育成講座」を開催した。

2023 年 2月 15 日 《ウクライナの方がたへのこころのケア》

「支援者のメンタルケア」　
根本 隆洋 教授（医学部 精神神経医学講座）

「国際移民へのケア ―実践編―」
福井 英理子 医師（医学部 精神神経医学講座）

2022 年 7月 19 日 《ウクライナの方がたへのこころのケア》

「国際移住者へのケアとサポート」　
根本 隆洋 教授（医学部 精神神経医学講座）

「国際移民とメンタルヘルス ―支援者の立場から―」
福井 英理子 医師（医学部 精神神経医学講座）

● 令和4年度官学連携人材育成講座
ウクライナの方がたへのこころのケアをテーマに、日本に避難する方のサポー
トはもちろん、支援する職員自身のケアの大切さを一緒に学びサポートについ
て考えました。

● 令和3年度官学連携人材育成講座
根本先生ご自身の震災時の支援活動の実体験から、防災とこころのケアをテーマ
として、避難する方のこころのケアはもちろん、支援する職員自身のこころのケ
アも大切であることを大田区職員とともに考えました。

2021 年 9月 13 日 防災とこころのケア　《避難者のこころのケア》

根本 隆洋 教授（医学部 精神神経医学講座）

2021 年 9月 27 日 防災とこころのケア　《職員のこころのケア》

根本 隆洋 教授（医学部 精神神経医学講座）

　メンタルヘルスに関わる早期相談・支援

サービスを地域に導入し、その普及を促す

ことを目的に、令和元年から厚生労働科学

研究事業を通じて、さまざまな活動を行っ

てきました（MEICISプロジェクト）。足立区

（大都市部）、秋田県（地方）、所沢市（都市近郊）、大田区・京浜地区（多文化広域生活圏）、そして令和4年からは川口市の受託事業

を加えた5つのモデル地域を設定し、地域特性を考慮した取り組みを続けてきました。日本が世界に先んじて迎えつつある「少産多死」

時代を考えれば、地域包括ケアシステムの構築は迅速を要します。しかし、研究が役立つまでには17年かかり、実際に活用できる

成果も14%にとどまるといわれます。こうした課題を乗り越えるために「社会実装」を常に見据えながら、地元である大田区、そし

てわが国に貢献できるよう、今後も力を尽くして参ります。

医学部 精神神経医学講座

根本 隆洋  教授

クローズ

アップ！

　東邦大学医学部精神神経医学講座、医療センター大森病院メンタルヘルスセンターは、精神科の早期介入（早期発見・早期治療）

への取り組みで全国にその名が知られています。精神神経医学講座を率いる根本先生は、東日本大震災時に被災地に入り現地で治

療や対応に尽力され、その時のご経験を元に令和3年度大田区の官学連携人材育成講座では「防災とこころのケア」をご講義いた

だきました。被災者と支援する職員の両方に対し、気持ちの揺れや反応として現れる体調の変化などを説明していただきました。

また、令和4年度はウクライナ避難民支援のための「こころのケア」についても、不安定な精神状態にある方への対応、そして国

際移民へのケアについてご講義いただきました。聴講した大田区職員の皆様から大変好評を得ました。また、厚生労働省科学研究

MEICISプロジェクトにより足立区からスタートした若者支援の活動（ワンストップ相談センターSODA）を、さらに川口市にも展開

され、大田区で新しく始まった若者支援（フラットおおた）にも参画されています。根本先生が大事にされている「人の病の最良の

薬は人である」というセネガルの言葉。先生にお会いされた方は、この言葉を根本先生が体現されていると感じることでしょう。

　東邦大学と大田区の取り組みは、区民や産業団体の皆様から高い評価をいただいています。
　コロナ禍においては、東邦大学の先生方による区施策や区内の飲食店、町工場への感染症対策の助言は、正確かつ
効率的な感染症対策を実行する上で大変ありがたく思っております。また、区職員が感染症対策を学ぶ履修証明プロ
グラムを実施いただいています。社会人として学び、新たな知識を得られることが、職員の業務に対するモチベーショ
ンの向上にもつながっています。
　ウクライナ避難民の支援では、避難者の健康面に対する適切かつ迅速なサポートを行っていくための体制を整えて
いただき、他に例のない取り組みを進めることができました。
　そのほかに区と共同で実施している「人生100年を見据えた健康寿命延伸プロジェクト」＊にも多大なるご協力をい
ただき、引き続き区の健康施策に関する提言をいただくこととしています。
　これら区が抱える喫緊の課題に対し、力を合わせた取り組みが進められるのも、日頃から密に連携させていただい
ているからだと思っております。

＊「人生100年を見据えた健康寿命延伸プロジェクト」とは、区民の健康寿命の延伸を目指して、大田区が東邦大学と共同研究を行っているプロジェクトです。

大田区長からのメッセージ

　大田区の新空港線建設に伴う鉄道沿線まちづくり構想の意見聴取に、学生が参画し学生の視点
での意見や提案をいたしました（1月下旬に看護学部2年生2名、2月上旬に医学部6年生2名と3
年生2名が参加）。大田区に住んでみてわかったこと、通学している街の様子、大田区ならでは
のよさなど、次々と出される質問に自分の意見をしっかり話す姿はとても頼もしく感じました。

大田区鉄道沿線まちづくり構想の意見聴取に学生が参画

履修証明プログラム

　大田区からの寄付講座の活動方針の1つである「職員全体の感染症リテラシー向上」を発展させ、2021年8月から医学部に
履修証明プログラム「地域における感染症対策エキスパート人材育成プログラム」を開講しました。このプログラムでは、大
田区職員5名が感染症の基礎から専門的知識を講義30時間と演習30時間で系統立てて学ぶ構成になっています。修了した履修
生は、庁内の各部署で感染対策のリーダーとして活躍しています。

ウクライナ避難民へのこころのケア
国際移住者へのケアとサポート
国際移民とメンタルヘルス ー支援者の立場からー

ウィズコロナ時代を生きる 新型コロナウイルス感染症の知識と最近の動向

ウィズコロナ時代を生きる 新型コロナウイルス感染症の第 8波に備える

ウクライナ避難民へのこころのケア 支援者のメンタルヘルス
国際移民へのケア －実践編ー

7月

9月

12 月

2月

2022 年

2022 年

2022 年

2023 年

　2020年からスタートした「大田区官学連携人材育成講座」は、今年3年目を
迎えました。テーマは、感染症対策に加え、ウクライナ避難民支援のためのこ
ころのケアを開催しました。地域のニーズに基づく学びの場を企画し、大学の
持つ知識を自治体に直接還元できる活動を継続しています。

大田区官学連携人材育成講座

寄付講座

　2020年8月に、大学と自治体が協力体制を構築し新型コロナウイルス感染症に対応するために「東邦大学と大田区との新型コ
ロナウイルス感染症リスク対策に関する協定書」を締結しました。さらに、この連携の強みを生かして、医学部に大田区からの寄
付講座「地域連携感染制御学講座」が2020年11月に開設しました。この講座の活動の5つの柱の1つである感染症対策における
官学連携活動では、町工場や飲食店、高齢者施設に舘田先生を含む講座のメンバーが直接訪問し、現場での感染症対策について意
見交換を行いました。現場での感染症対策をされる皆さんの努力とご苦労を労
い、引き続き感染対策の注意点を確認できる機会となりました。

●大田区との地域連携の推進
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ホームページをリニューアルしました

　2022年度も昨年度と同様にコロナに振り回された1年ではありましたが、

いくらか対処（共存？）の仕方がわかってきた1年でもありました。世の中で

は、研究インテグリティ、データ管理、安全保障輸出管理等々、次から次へ

と新しい仕組みが生まれてきます。正解が何なのか今一つわからない中で対

応を求められ、四苦八苦の毎日であったともいえます。一方、研究支援、社

会連携については、少しづつですが進歩の手応えを感じてきています。さら

に前進できるよう努力を続けていく所存です。

　今年度の報告書ができました。2月にはホームページのリニューアル、そ

して研究支援セミナーはオンデマンドコンテンツとして、いつでもどこでも

学ぶことができるようにいたしました。このような試行錯誤の中で頑張って

きたセンターの取り組みをまとめていますので、お目通しいただき、広くご

意見を賜れば幸いに存じます。　
教育・研究支援センター長　西脇 祐司
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《巻頭特集》さらなる大学の発展に
　　　  　 “今”求められること

研究支援

学内外補助金事業支援

特集！ノーベル賞解説セミナー

学内外補助金事業支援【TUGRIP】

社会連携推進活動

2023 年度活動計画
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西脇 祐司
〈医学部 社会医学講座衛生学分野 教授〉
当センターは、「ちょっとおせっかいな必
殺仕事人集団」を隠れキャッチフレーズと
して、今後も頑張ってまいります。

センター長

外部検証を控える全学動物実験委員会業務
に精一杯で西脇センター長にお任せしっぱ
なしでした。来年はもっと力になれるよう
心がけたいです。

船戸 弘正
〈医学部 解剖学講座微細形態学分野 教授〉

副センター長

安全保障輸出管理などの事案が増えて日々
大変なご時世ですが、快適な研究活動の場
づくりに尽力していきたいです。

副センター長 福島 健
〈薬学部 薬品分析学教室 教授〉

定常業務に流されそうな中、センター関係
者の皆様のお力添えをいただき、新しい活
動も始めることができました。引き続き新
たな展開を模索していきたいと思います。

副センター長 尾関 博之
〈理学部 生命圏環境科学科 教授〉

本年度は「教育訓練指定講座」の申請を通
して教育の質について考えるよい機会をい
ただきました。今後、さらに教育研究の推
進に尽力したいと存じます。

副センター長
藤原 和美
〈看護学部 在宅看護学研究室 教授〉

前向きで創造的な皆様に囲まれ、各種セミ
ナーも有意義で、もっと活用…いえ、貢献
せねばと思っています。

副センター長 小板橋 恵美子
〈健康科学部 コミュニティヘルス領域 教授〉

●教育・研究支援センター長・副センター長 紹介

全学的な研究支援活動
● 全学的な教育研究支援活動の推進（セミナー・ワークショップオンライン開催、アーカイブ配信）
● URAによる研究支援強化（コンサルテーションデスク継続実施、研究者紹介、プレスリリース支援）
● 論文適正化支援（論文剽窃検索ソフトの学内管理・見直し、活用啓発）
● 助成金情報の収集と発信・運用の見直し
● センター活動報告書の作成

学内大型補助金 TUGRIP の管理・運営
● TUGRIP採択事業 FD・SD の開催支援・管理支援
● 令和6年度運営業務全般（周知活動、応募書類の審査・採択業務）

外部資金獲得と採択後の管理・運営支援
● 国の公的資金の情報収集と申請に向けた検討
● 採択後の事業の管理・運営支援

社会・地域連携活動の推進
● 包括協定締結自治体との連携活動の継続実施

　（私立大学等改革総合支援事業採択に向けた活動）
● 大学連携の推進
● 新たな連携の模索

さらなる大学の発展に向けた新たな取り組みの支援
● カーボンニュートラル達成に貢献する大学等コアリション

　の支援
● 学長指示に基づく新規案件への対応

●2023 年度計画


